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─心と身体の性の不一致を自覚したのは 
いつ頃ですか？

　ものごころがつく頃には自分は男だと思っていまし
た。3歳のとき、幼稚園の入園式でスカートをはくの
が嫌で泣いていたのを覚えています。その後、私立の
女子校に入学し、はじめて自分が女に属するのだと知
りました。非常に驚くとともに、生まれ持った身体が
女であることに強い違和感を覚えるようになりました。
　小学校から高校までの12年間、女子の制服で通学
しましたが、毎日「女装を強いられている」気分でし
た。自分が学校の友人たちとは何か違うようだと感じ
ながらも、「変な人」だと思われたくなかったので、
だれにも相談できませんでした。当時は今よりも性同
一性障害についての情報が乏しく、もちろん学校でそ
のことについて習うこともありませんでした。テレビ
では中性的な男性を「おかま」と嘲笑し、みんなが
「気持ち悪い」と言っていました。とても自分の悩み
を打ち明けられるような雰囲気ではありませんでした。

─生きること自体が 
つらい時期もあったそうですね。

　年齢が上がるにつれ、心は男性として成長するのに、
身体は女性として成長していきます。まるで「女体の
着ぐるみを身に着けている」かのような違和感は日増
しに強くなっていきました。学校では“女同士”とし
ての友人もでき、放課後はフェンシングに熱中して、
毎日充実していましたが、解決できない悩みを一人抱
え続ける状況に変わりはなく、いつも死んでしまいた
いと思っていました。しかしそうせずに済んだのは、
僕に大きな愛情を注いでくれた家族のおかげです。そ
んなに愛されなければ楽に死ねるのにと、思ってまし
たね。自ら命を絶ったら家族が悲しむ。だから、どん
なにつらくても、それだけはできないと思ったのです。
　高校生のとき、ついに苦しさに耐えかねて家族と友
人にカミングアウト（告白）したことが大きな転換点
になりました。本音で話せる場ができたことで、先の
見えない絶望感から少し抜け出すことができたんです。
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（�性同一性障害者�
東京レインボープライド�共同代表）

　性同一性障害とは、心の性別と身体の性
別が一致していない状態の診断名です。当
事者は全国で推計4万6千人といわれますが、
社会の理解が進んでいないために差別や偏
見を受けやすく、周囲に理解されない苦し
みは当事者の自殺につながることさえあり
ます。
　杉山文野さんは、女性の身体を持って生
まれましたが、幼い頃から自分は男性であ
ると確信していました。死を考えるほど苦し
んだ少年期を経て、自伝を出版し、現在は
テレビ出演や講演会、当事者のための居場
所づくりなど、精力的に活動しています。そ
んな杉山さんに、お話をうかがいました。
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とはいえ、両親に受け入れてもらうまでには、
やはり時間がかかりました。僕の親くらいの世
代は性的マイノリティの存在はよくないものだ
と教えられて育ち、正しい知識も持っていな
かったから、それも仕方のないことです。しか
し、今は情報化社会です。もう「知らなかっ
た」では済まない時代になったと思います。

─学校では LGBT＊1を 
どのように教えるべきでしょうか？

　中学生のとき、保健体育の先生に一度だけ
「性同一性障害を扱ってほしい」と書いて提出
したことがありました。当時は応えてもらえませんで
したが、24歳で自伝『ダブルハッピネス』を出版し
たとき、その先生に「あのときはどう扱えばよいか分
からなかった」と言われました。また、学校で講演会
を行うと多くの教員の方が「知らずに生徒を傷つけて
いたかもしれない」と言います。情報を得られやすく
なっているとはいえ、ほとんどの教育現場には、いま
だ教員が十分に生徒を指導できるほどの情報は届いて
いません。
　その大きな原因の一つに、学校教育ではLGBTの
話を“性教育”だととらえている点が挙げられます。
性の話は子どもたちには時期尚早だというわけです。
しかしこれは、自分は何者なのかという“アイデンティ
ティ”に関わる重大な問題なのです。だから保健体育
ではない、社会科や人権学習など他の教科の枠組みで
教えるべき内容だと、僕は考えています。
　また、LGBT当事者が自殺をすると「心が弱い」
など、何かしら本人の側に問題があるかのように語ら
れることが多い点も改めるべきだと感じています。当
事者が絶望して自ら命を絶つほど、社会の側に理解が
なく、正しい知識が浸透していないのだと知ってほし
いのです。こうした発想の転換は、教育現場だけでな
く社会全体にも必要ではないでしょうか。

─生きることに前向きになれたのは 
なぜですか？

　僕は小学生の頃から「30歳までしか生きない」と漠
然と思っていました。高校生でカミングアウトした後
も、心のどこかでそう思い続けていました。それほど、
この世の中に、僕が生きていける場所があるとは思え
なかったのです。
　僕が今日まで生きてこられたのは、正直な自分でい
られる場所を増やすことができたためです。これも家
族や、僕を受け入れてくれる多くの仲間たちのおかげ
です。そしてもう一つ大きな要因は、仕事を通じて社

会人としての自信を得ることができたことです。
　僕は自伝の出版を機にメディアに取り上げられるよ
うになったため、テレビ業界に就職するよう勧められ
ました。しかし、LGBTの職業がテレビタレントか“水
商売”しかイメージできない状況は当事者全体にとっ
てよくないと考えていました。実際にはさまざまな職
場で働くLGBTがいるはずですが、当時の僕にはその
様子はほとんど見えませんでした。そこで僕は、性同
一性障害であることを明かして、就職活動することに
しました。だからなのか、なかなか採用してもらえま
せんでした。最終的に就職したのは社員1,300人の外
食産業の会社でしたが、実は最初、面接で落とされた
んですよ。でも、社長が僕のことを面白そうな奴だと
気に入ってくれたので入社できました。後で聞いたら、
LGBTだと承知のうえで採用した前例が無かったから、
最初は躊

ちゅうちょ

躇してしまったのだそうです。
　仕事はとてもハードでした。いつも心と身体の不一
致の悩みが心を捕らえて離さなかったのに、それを忘
れてしまうほど忙しかったです。しかし、働けば働く
ほど、性同一性障害であること以前に一人の人間とし
て仕事で認めてもらいたいと思うようになっていきま
した。最初は物珍しさから僕に声をかけてくださった
取引先が、いつの頃からか能力を認めてくれるように
なったときは、すごくうれしかったですね。このとき
のことは、僕にとって大きな自信となりました。それ
までは、性同一性障害が僕のアイデンティティの全て
だと思われているようで抵抗がありましたが、仕事で
自信を得たおかげで、ようやく「性同一性障害も自分
の大切な“一部分”だ」と思えるようになったんです。

─退職して、飲食店をオープンしたのは 
なぜですか？

　さまざまな人が、垣根を越えて集まることのできる
場づくりをしたいと思ったからです。僕自身、多くの
人との出会いを糧にして、今こうして生きています。
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（�性同一性障害者�
東京レインボープライド�共同代表）

女子校に通っていた高校生のときの杉山さん（右から3人目）

＊1　P.6用語解説を参照
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たくさんの当事者に会って気づいたのは、ちょっとし
た出会いやきっかけがあれば、人の生き方は前向きに
変わるということです。飲食店なら、当事者とさまざ
まな人が互いに出会い、家や学校、会社では言えない
ことを自由に話せる場にできると考えました。
　また、当事者は、家族や友人をLGBTと関わりの
ある場に連れてくることをためらったり、当事者同士
の集まりを敬遠したりすることがあります。しかし、
料理屋なら「とりあえずおいしいものを食べよう」と
いう理由で立ち寄れるので、心理的なハードルを下げ
ることができるとも思いました。
　「我らに人権を！」と拳を振り上げ「なぜ分かって
くれないんだ！」と叫ぶことは、場合によっては当事
者と非当事者の溝を深くしてしまうこともあります。
僕が今、世の中に一番必要だと考えているのは「自分
のすぐ隣にもLGBTがいるかもしれない」と大勢の
人たちに気づいてもらうことです。その意味でも、地
域に愛される飲食店を目指すのは、初めの一歩として
いいんじゃないかと思っています。
　この考え方は、僕が共同代表を務める「東京レイン
ボー＊4プライド」にも通じています。東京レインボー
プライドは、LGBTが差別されることなく、自分らし
く前向きに生きていくことができる社会を実現するた
めに設立されました。多くの人たちにLGBTの存在
を身近に感じてもらうため、5月のゴールデンウィー
クを「レインボーウィーク」と銘打ち、さまざまなイ
ベントを開催します。たくさんの人たちに会場へ足を
運んでもらえたらうれしいです！

─生きづらさを感じている人たちに 
伝えたいことはありますか？

　多くのLGBTは、本当は親しい人に自分のことを

知ってほしいと感じているだろうと思います。けれど
言えないさまざまな事情があるんです。それは当事者
にとって本当につらいことです。
　かつての僕と同じ苦しみを、今感じている人たちに、
「生きていればいいことがあるよ」とか「つらいだろう
けど何とかなるよ」だなんて、軽率なことはとても言
えません。しかし、それでも僕は33歳になり、素敵な
パートナーにも出会うことができて、毎日幸せに暮ら
しています。僕のような人生もあるのだと、一つの例
として知ってもらえたらと思います。
　つらい状況にあると、人生すべてを悲観してしまい
がちです。みんなにぜひ伝えたいのは、考え方の違い
で、見えてくる世界も変わるということです。
　たとえば、同じ状況でも「もうこれだけしかない」
と思うか「まだこんなにたくさんある」と思うかで、
気分は変わるものです。「自分にはあれもない、これも
ない」とネガティブなことに目を向けるのではなく、
「あれもある、これもある」と、良いことを見つけるよ
うに、ポジティブに考えてみてはどうでしょうか。そ
うすることで、先の見えなかった人生が開けてくるこ
ともあるのではないかと、僕は思っています。

● 杉山文野（すぎやま�ふみの）

profile

インタビュー／鎌田�晋明（東京都人権啓発センター�専門員）　編集／小松�亜子
撮影（表紙・2・4ページ）／細谷�聡

取材場所／irodori

1981年、東京都生まれ。性同一性障害者。女性
の身体を持って生まれたが、幼少期より自分は男
性だと感じていた。小学生のころからフェンシン
グを始め、2004年にフェンシング日本女子代表

に選出され、世界を転戦した。早稲田大学大学院でセクシュ
アリティを研究し、2006年にその研究内容と性同一性障害
である自身の体験を織り交ぜた自伝『ダブルハッピネス』（講
談社）を出版。それが多くのメディア
で取り上げられ、テレビやラジオへ出
演するようになる。2012年、NHK�E
テレ「Our�Voice」でMCを担当。2014年、
垣根を越えて人々が集うアジア多国
籍料理店「irodori」をオープン。現在
は「東京レインボープライド」の共同代
表を務めるほか、講演活動や歌舞伎町
の街づくりなど、さまざまな社会活動
に取り組んでいる。

● �杉山文野�公式ホームページ�
http://fuminos.com/
● �東京レインボープライド2015�
http://tokyorainbowpride.com/�
フェスタ：2015年4月25日(土)・26日(日)�
パレード：2015年4月26日(日)�
会場：代々木公園イベント広場他�
※�4月25日(土) ～ 5月6日(水・祝)を“レインボーウィーク”とし
て、都内を中心とした全国でさまざまなイベントを行います。
詳細はホームページにて。

● �irodori（アジア多国籍料理店）�
http://irodori-newcanvas.com/�
渋谷区神宮前�2-14-17�1F�
TEL�03-6804-3736

『ダブルハッピネス』
杉山文野�著／講談社�刊

＊4　P.6用語解説を参照
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h u m a n  r i g h t s

バリアフリー映画でひとり親家庭支援

図書館で始まる字幕制作者養成講座
視覚や聴覚に障害のある人が、家族や知人と一緒に楽しめるバリアフリー映画。新宿区立角筈図書館ではバ
リアフリー映画の字幕制作者養成を始めました。受講対象は原則としてひとり親家庭の母親。企業や団体と
連携しながら、障害者支援をひとり親家庭の経済的な自立支援へとつなげる新しい取り組みをご紹介します。

　「バリアフリー映画」には字幕と音声ガイドが付
けられています。字幕はセリフ以外の効果音や音楽
なども表示し、聴覚障害者に配慮したものになって
います。
　図書の音訳や対面朗読など、障害者サービスに力
を入れてきた新宿区立戸山図書館は都内でさきがけ
て図書館でのバリアフリー上映会を開催してきまし
た。障害のある人だけでなく音が聞こえにくくなっ
た高齢者などにも好評です。
　一般的に映画は“娯楽だから”ということでバリ
アフリー化が遅れています。一方で、障害者差別解
消法が 2016年 4月から施行されると、映画やテレ
ビなどの映像も視覚や聴覚に障害のある人への情報
保障が求められるようになります。しかしバリアフ
リー字幕の制作には高度な技術が必要なため、人材
の養成が急務となっています。そこで新宿区立角筈
図書館では養成講座を開講することとなりました。
　この講座、じつは企業や団体
の支援・協力によって実現したも
のでした。同館館長の松

まつ
永
なが
剛
たけ
政
まさ

さんは次のように言います。「戸
山図書館でバリアフリー上映会
が実現できたのは、映画のバリ
アフリー化を支援する住友商事の協力があったから
です。当事者だけでなく、より多くの人に映画のバ
リアフリー化の大切さを知ってもらえたと思いま
す」。上映会の成功は、次の試みにつながります。
「住友商事が佐賀県で東日本大震災の避難者やひと
り親を対象に字幕制作者の養成講座を行なっている
ことを知り、東京でも開催できないかと相談したの
です。ビジネス街に近く、起業支援を行っていた角
筈図書館なら養成講座を開催するのに相応しいと考
えました」（松永さん）。
　字幕制作者としての技能を身に付ける 5か月間の
この養成講座の特色は、受講者を原則としてひとり
親家庭の母親に限定したことです。

　日本ではひとり親家庭の貧困問題が大きな課題と
なっており、経済的な自立支援が求められています。
「字幕制作は、
一定のパソコン
技能が必要です
が、在宅ワーク
が可能ですから、
“シングルマザ
ー”の自立支援
に適しています」
（松永さん）。
　東京都ひとり親家庭支援センターはあと立川（以下、
はあと立川）では、東京都の委託を受けて在宅就業
支援プログラムを行っていますが、実際に仕事につ
なげることが課題となっていました。「字幕制作者養
成は、在宅ワークの受注拡大につながると、はあと

立川の賛同が得られました。そこで、はあ
と立川を通じて、パソコンスキルがあり在
宅ワークという就業ニーズを持つ方にこの
講座を紹介してもらいました」（松永さん）。
　養成講座の講師は映像のバリアフリーに

取り組むNPO法人メディア·アクセス·サポートセン
ターが担当。説明会で熱心に話を聞く参加者につい
て、松永さんは「就業支援を受けた方は、今度は自
分が『社会に貢献できる』という側面にも意義を感
じてくれている」と言います。
　「図書館は社会のためにもっとできることがあ
る」と語る松永さん。字幕制作者養成を社会的弱者
の支援につなげたいとの思いが一致した企業、団体
との連携により始まったこの取り組みは、図書館の
姿を変えていく新たな試みともいえそうです。

インタビュー／林 勝一（東京都人権啓発センター専門員）、編集／脇田 真也

松永剛政さん

情報を社会に届
けることが図書
館の役目。私た
ちの社会になく
てはならない公
共施設です。

● 新宿区立図書館　http://www.city.shinjuku.lg.jp/library/

● 住友商事株式会社 環境・CSR　http://www.sumitomocorp.co.jp/csr/

● NPO法人メディア・アクセス・サポートセンター　http://npo-masc.org/

● 東京都ひとり親家庭支援センターはあと　http://www.haat.or.jp/

2014年12月に行われた説明会には、定員
の2倍を超える40人が参加。
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＊1	【LGBT】　レズビアン[lesbian]（女性同性愛者）、ゲイ[gay]（男性同性愛者）、
バイセクシュアル[bisexual]（両性愛者）、トランスジェンダー[transgender]

（身体の性と性自認が一致しない人。性同一性障害を含む）の頭文字。性
的マイノリティのこと。

NPO法人 虹色ダイバーシティによる『 LGBT
基礎用語』を基に一部加筆修正しました。 ＊2	【ホモネタ】　性的マイノリティを揶揄する悪質な冗談等のこと。また、「ホ

モ」や「レズ」は短縮形で、短縮形の呼称は一般的に侮蔑的な意味合いを含む。
＊3	【アライ	[ally,	allies]	】　英語で盟友や味方の意。性的マイノリティを支援す

る当事者ではない人のこと。
＊4	【レインボー】　性の多様性を表わす虹色はLGBTのシンボル。赤、橙、黄、

緑、青、紫の6色で構成される。

用︱語︱解︱説

日本におけるLGBTは人口の約5％＝20人に1人存
在するといわれています。最近はメディアに登場する
当事者が増えてきたことから、認知度も上がってきま
したが、多くの就労の現場では、いまだ理解が進んで
おらず、当事者が就職活動で困難を感じたり、職場で
セクハラを受けたりするケースが少なくありません。
「たとえば、トランスジェンダーは、履歴書を書く

段階ですでにハードルがあります。心と身体の性が一
致していないため、性別欄の記述をどうすべきか悩む
のです。さらに、性差が明確なリクルートスーツが求
められる風潮も当事者にとってつらいものです」と、
LGBTの就労支援に取り組むNPO法人R

リ

eB
ビット

itの代表
理事、藥

やく

師
し

実
み

芳
か

さんは言います。
また、就職できたとしても、職場に理解がない場合

は長く勤めることが難しくなるといいます。
「たとえば、ゲイ男性は恋愛対象が女性でないため、

『彼女いるの？結婚しないの？』など『異性愛である
のが当たり前』という前提での質問にプレッシャーを
感じやすいです。異性愛者として振る舞うためにうそ
をつかなくてはならず、うわさをたてられ、それがセ

クハラにつながることもあります」（藥師さん）。
ReBitでは、LGBTの就活・就労の現状を改善しよ

うと、企業の採用担当者や就労支援者に向けた研修を
実施してきましたが、2013年からは当事者向けの

「 LGBT就活セミナー」も始めました。セミナーでは
「自分にとって働くとはどういうことか」について参
加者同士で意見交換をしたり、就活・就労の際の不安
について、社会人のLGBTがアドバイスをするなど
して、それぞれの進路について、考えるきっかけをつ
くります。

「社会に出て働くLGBT
の大人が可視化されにくい
ことや、企業の無理解など
から『自分は就労できない
のでは』と感じるLGBTは
少なくありません。そのた
め、セクシュアリティも含
めて、自身の就活・就労に
ついて考えることができる
場が必要なんです。社会や

企業､ 自立就労支援機関の理解の向上も必須ですが、
同様にLGBT自身も活き活きと働くことで、次世代
を変えていくことができると思います」（藥師さん）。

なかなか理解の進まない職場がある一方で、当事者
への対応の改善に着実に取り組んでいこうとする企業
も見られるようになってきました。背景には、社員の
さまざまな属性や多様性を認め、貴重な戦力として活
かしていく“ダイバーシティ・マネジメント”の広が
りがあります。

証券会社大手の野村ホールディングス（株）は、
2008年に投資銀行のリーマン・ブラザーズ社から事
業を継承した際、ダイバーシティ・マネジメントのコ
ンセプトも引き継ぎました。社内の国際化が一気に高
まったことから、この考え方を導入しなければ、さま
ざまな国籍や価値観を持つ社員同士の円滑な協働と、
グローバルな成長はできないと判断したためです。

│特│集│

多様性を尊重する企業の取り組み

就労におけるLGBT の現状
NPO法人 ReBit 代表理事
薬師 実芳さん

競争力向上の鍵を握る
LGBT
企業にとって社員の多様性を 
活かすメリットとは
LGBT＊1の当事者は、企業の理解が進んでいないた
めに、就労の場面で偏見や差別を受けることが少な
くありません。しかし、2014年7月に施行された
男女雇用機会均等法の改正施行規則では、LGBTに
対する差別的な言動もセクシュアル・ハラスメント
であるとされ、職場の人権問題として取り組むこと
が、すべての事業者に義務づけられました。先駆的
な取り組みを行う企業と、LGBTの就労支援を行う
NPOにお話をうかがいました。
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野村證券で「ダイバーシティ＆インクルージョン」
のジャパン・ヘッドを務める東

ひがし

 由
ゆ

紀
き

さんは、LGBT
に関する取り組みについて次のように話します。
「 LGBTへの偏見が少ない外国での生活が長かった

ので、友人や会社の同僚に当事者がいるのをごく自然
なことだと思っていました。社員の多様性が尊重され
ている企業は競争力も高いので、LGBT当事者が働き
やすい職場にしていくことは、他の社員にとっても、
会社全体にとっても有益だと考えました」。

2010年、最初に具体的な活動として取り組んだの
は、野村グループ全体の倫理規定を改訂することでし
た。「人権尊重」の項目に「性的指向」「性同一性」を
追加し、当事者に差別を行わないことを明文化しまし
た。さらに2014年には、同社の新任管理職向けのダ
イバーシティ研修に、LG 
BTを理解するための内容
を組み込みました。
「研修では、次のような

事例を紹介しています。あ
る営業担当者がお客様を訪
問しました。“ホモネタ”＊2 

でお客様のウケを狙おうと
したところ、実はお客様自
身がLGBTの当事者だった
ため、営業担当者の非常識な発言から顧客を失うこと
になってしまった…。このようなリアルなビジネス
シーンに結びつけると、とても理解しやすいのではな
いでしょうか」（東さん）。

野村グループでは、ダイバーシティ・マネジメント
のコンセプトの中核ともいえる「社員ネットワーク」
の仕組みも取り入れました。社員ネットワークとは、
さまざまな問題を解決するために、希望する社員がボ
ランティアで活動する組織で、社内における“ N 
GO・NPO ”のようなものです。“政府”にあたる
会社が、費用を負担するなどしてその活動を支援しま
す。野村ではテーマ別にチームを設けており、そのう
ち、LGBTを含む多様性の理解を進めるのが「マルチ
カルチャーバリュー」（以下、MCV）です。

MCVでは、外部から当事者を招いての講演会や、
LGBTに関わるイベントへの参加・協賛などにも取
り組んでいますが、当事者には活動への参加をあえて
求めていません。社としてダイバーシティに取り組ん
ではいても、各々の部署にそれが浸透するには時間が
かかります。そのためLGBTであることを公表する
ことは、当事者にとっては依然大きなリスクです。当
事者に活動を担うことを求めないのは、社としてダイ

バーシティをさらに推進していくためでもあるのです。
MCVは、活動を通して社内に「アライ」＝LGBT

の理解者を増やすことを現在の目標にしています。
2014年には「アライになろう！」と呼びかけるパン
フレットを作成し、社員食堂に設置しました。
「アライになろうと思った人には、自席のパソコン

にステッカーを貼ってもらいます。すると、当事者が
社内に“味方”を見つけることができ、職場全体に安
心感が生まれると思うんです」（東さん）。

東さんは、これからLGBTへの対応に取り組む企
業に対し、次のようにアドバイスします。
「ダイバーシティの推進が当事者の働きやすさにつ

ながれば、優秀な人材がセクシュアリティを理由に流
出するのを防ぐことができ、さらに、多様性を認める
社風への期待から人材の獲得にもつながります。まず
は人事部が研修会などに参加し、正しい知識を得るこ
とが先決です。すると、それぞれの企業でさまざまな
ニーズが見つかります。それを踏まえた上で、意識の
高い人から順に啓発していく。セミナーを企画したり、
ランチミーティングで意見交換をしたり、できること
から少しずつ始めるのがよいと思います」。

これらの取り組みが即座に収益に反映するわけでは
ありません。しかし、多様な価値観と人材を尊重する
ことが企業の価値を向上させ、それが顧客の信用を得
て、やがて利益につながっていきます。国際的な競争
力が求められている今だからこそ、LGBTダイバーシ
ティに取り組む意義があるのではないでしょうか。

「アライ＊3」＝LGBTの理解者 
を社内に増やす

将来的な企業のメリット

インタビュー／鎌田 晋明（東京都人権啓発センター 専門員） 　編集／小松 亜子

野村證券（株）人材開発部
東 由紀さん

●NPO法人 ReBit
http://rebitlgbt.org/

● 野村グループ
ダイバーシティ＆インクルージョン
http://www.nomuraholdings.com/jp/csr/employee/di.html
野村グループの最大の財産は、人材です。 > 職場 × 多様性
http://www.nomuraholdings.com/jp/di/diversity_hr.html

『LGBTってなんだろう？』
藥師実芳 ほか 著

合同出版 刊

野村証券の社員食堂に置かれたパンフレット。写真右は自分がアライであること
を示すレインボー（＊4）カラーのステッカーをパソコンに貼った様子
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皆様とパートナーシップを築き、人権意識の高揚、人権問題の解決に向けて、ともに手を携えてまいりたいとの趣旨から
賛助会員制度を設けております。趣旨にご賛同いただき、ご加入下さるようご案内申し上げます。

TOKYO人権
●	制作・印刷／株式会社　トライ
●	発行／公益財団法人　東京都人権啓発センター
〒111-0023	東京都台東区橋場1-1-6	東京都人権プラザ内
TEL　03-3876-5372　FAX　03-3874-8346
http://www.tokyo-jinken.or.jp/

● 編集後記

（公財）東京都人権啓発センター賛助会員募集のご案内

Vol.65		2015年春号
2015年2月27日発行（年4回発行）　

誰でも自由に本を借りられる図書館は不
可欠な公共財だ。さらに、図書館は	“知
のセーフティーネット”とも言われる。蓄
積される情報を生かして社会の課題解決
に向けた取組みが始まっている。	（Ｈ）

i n f o r m a t i o n

此処にいると彼の地が“地続き”なのだと
忘れてしまう。LGBTだと生かされない
国、女性だと制限される国、表現の自由
がない国、寝ていると爆撃される国…そ
れは果して彼の地だけの出来事か？	（餃）

（有）ケアシス
（有）関東紙業
（学）高宮学園	

	 （順不同）

東京臨海熱供給（株）
（株）東京ビッグサイト
（公財）東京観光財団
（公大）首都大学東京
（一財）東京都弘済会
自治労東京都本部

（株）東京交通会館
東京食肉市場（株）
NPO法人TEOS
（株）日本アクセス
東京港埠頭（株）
（株）ゆりかもめ

（公財）東京都中小企業振興公社
（株）首都圏環境美化センター
（公財）東京都歴史文化財団
（株）ミライト・テクノロジーズ
東京都中小企業団体中央会
東京都下水道サービス（株）

（一財）東京都営交通協力会
（一社）東京都信用組合協会
東京人権啓発企業連絡会
（公財）東京都学校給食会
（一社）東京環境保全協会
（株）東京国際フォーラム

東京臨海高速鉄道（株）
（公財）東京都環境公社
（有）東京エイドセンター
東京都住宅供給公社
東京都職員信用組合
東京都商工会連合会

❖	
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体
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● お問い合わせ

TEL	03-3876-5371一口 2,000円 一口 30,000円個人
賛助会員

団体
賛助会員 （公財）	東京都人権啓発センター		

総務課

この冊子は再生紙を使用しています。

電話相談のご案内

東京都人権プラザ
展示室のご案内

お問い合わせ　（公財）東京都人権啓発センター　普及情報課　TEL 03-3876-5372　　http://www.tokyo-jinken.or.jp/

アクセス　●	浅草駅から都営バスか台東区循環バスで6分、下車徒歩4分　●	南千住駅から都営バスで6分、下車すぐ

会場　東京都人権プラザ 展示室（台東区橋場1-1-6） 　開館時間　9:00 ～ 17:00（土日祝も開館）

● 平成27年度 第Ⅰ期企画展「読む人権 じんけんのほん」 

いま読みたいマンガ50（仮題）
● 「クローズアップ人権」コーナー　平成27年度テーマ

ひとり暮らしと地域をつなぐ（仮題）

特別相談

「読む人権 じんけんのほん」シリーズの5回目。今回の
テーマは、幅広い世代に愛読され、ビジュアルやストー
リー性から訴求力の高さが注目されるマンガ。「人権」
を考えるヒントに満ちた作品を読んでみませんか。

ひとり暮らしの高齢者は、地域社会との接点が少なくな
り、孤独死や悪徳商法、災害時の孤立など、さまざまな
問題を抱えています。高齢者を地域コミュニティにつな
げていくための取り組み事例を紹介します。

東京都人権プラザには、現代社会が直面する様々な人権課題について分かりやすく解説した展示室があります。
今春、展示替えとなる「企画展」と「クローズアップ人権」コーナーについてご案内します。

東京都では、関係機関と連携して「特別相談」を実施します。
こころの悩みや生活のことなどでお困りの方はご相談ください。

多重債務110番　東京都消費生活総合センター　03-3235-1155　3月2日（月）～3日（火）　午前9時～午後5時　

●	会期　平成27年	4月4日～7月26日（予定） ●	会期　平成27年 3月27日から1年間無料 無料

3月は東京都の
自殺対策強化月間です

3月7日（土） 3月8日（日） 3月9日（月） 3月10 日（火） 3月11日（水） 3月12日（木） 3月13日（金）

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
自
死

遺
族
相
談

●	東京都の自殺総合対策のホームページ
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/
tokyokaigi/index.html

●	お問い合わせ
東京都　福祉保健局　保健政策部　保健政策課　
TEL　03-5320-4310

54時間特別相談
東京自殺防止センター　0120-589-090
３月７日（土）午前０時～９日（月）午前６時

全国自死遺族総合支援センター
03-3261-4350
3月7日（土）～9日（月）午前10時～午後10時

グリーフケア・サポートプラザ
03-3796-5453
3月10日（火）～13日（金）午前10時～午後10時

自殺予防いのちの電話
0120-738-556
3月10日（火）午前８時～
11日（水）午前8時

東京都自殺相談ダイヤル
～こころといのちのほっとライン～　0570-087478
３月９日（月）～１３日（金）　５日間とも２４時間


